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【手続補正書】
【提出日】平成20年3月5日(2008.3.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数個の信号サンプルをもつ復調信号を与える復調器と、
　前記復調信号に応じる、前記複数個より少ない個数の信号サンプルを選択するセントロ
イド計算器、
とを有する受信機であって：
　前記セントロイド計算器が：
　　少なくとも一つの出力信号を与えるのに使うために前記複数個より少ない前記個数の
信号サンプルを選択する検出器と、
　　前記少なくとも一つの出力信号に応じる、前記セントロイドを決定するセントロイド
計算ループ、
とを有する受信機。
【請求項２】
　前記複数個の信号サンプルが2個であることを特徴とする、請求項１記載の受信機。
【請求項３】
　前記少なくとも一つの出力信号が、前記の選択された信号サンプルに関連付けられたシ
ンボル指数値、相関器値およびピーク値を含んでいることを特徴とする、請求項１記載の
受信機。
【請求項４】
　前記検出器が、前記復調器に入力するために、前記複数個より少ない前記個数の選択さ
れた信号サンプルを表す時間位相値を与え、それにより前記復調器がいかなる復調器タイ
ミングの曖昧さも解決できることを特徴とする、請求項１記載の受信機。
【請求項５】
　請求項１記載の受信機であって、前記検出器が：
　前記複数個の信号サンプルのそれぞれについて一つの、複数の経路を有しており、各経
路は：
　　その経路についての対応する相関値、ピーク値、相関ピーク値およびシンボル指数を
含む信号の組を提供するのに使うための相関器、リーク積分器およびピーク探索要素を有
しており、
　前記検出器は、前記複数の経路のそれぞれからの前記信号の組に応じる、前記セントロ
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イドを決定するのに使うために前記複数個より少ない個数の信号サンプルを選択し、前記
少なくとも一つの出力信号として、前記選択された信号サンプルの対応する相関値、ピー
ク値およびシンボル指数を提供するための選択要素を有している、
ことを特徴とする受信機。
【請求項６】
　前記相関器がATSC-DTV（Advanced　Television　Systems　Committee‐Digital　Telev
ision）のセグメント同期信号との相関をとることを特徴とする、請求項５記載の受信機
。
【請求項７】
　前記相関器がATSC-DTV（Advanced　Television　Systems　Committee‐Digital　Telev
ision）のフレーム同期信号との相関をとることを特徴とする、請求項５記載の受信機。
【請求項８】
　前記複数個の信号サンプルのそれぞれが複素数であることを特徴とする、請求項１記載
の受信機。
【請求項９】
　前記セントロイド計算器が複素セントロイド計算器であることを特徴とする、請求項１
記載の受信機。
【請求項１０】
　前記セントロイド計算器が、その中の相関値をある閾値に応じて制限するための制限器
を含むことを特徴とする、請求項１記載の受信機。
【請求項１１】
　前記閾値がピーク相関値の関数であることを特徴とする、請求項１０記載の受信機。
【請求項１２】
　複数個の信号サンプルをもつ復調信号を与えるために受信信号を復調するステップを有
することを特徴とする、受信機において使用するための方法であって：
　セントロイドを決定するために前記複数個より少ない個数の信号サンプルを選択するス
テップを有しており、
　前記選択するステップが：
　　前記複数個の信号サンプルのそれぞれについてシンボル指数値、相関器値および相関
ピーク値を決定し、
　　前記複数個の信号サンプルのうちから、前記複数個の信号サンプルのそれぞれに対応
する相関ピーク値を比較することによって、セントロイドを決定するのに使う一つの信号
サンプルを選択し、
　　前記選択された信号サンプルの前記対応する相関値、ピーク値およびシンボル指数の
関数として前記セントロイドを決定する、
ことを含むことを特徴とする方法。
【請求項１３】
　前記複数個の信号サンプルが2個であることを特徴とする、請求項１２記載の方法。
【請求項１４】
　前記相関器値がATSC-DTV（Advanced　Television　Systems　Committee‐Digital　Tel
evision）のセグメント同期信号との相関を表すことを特徴とする、請求項１２記載の方
法。
【請求項１５】
　前記相関器値がATSC-DTV（Advanced　Television　Systems　Committee‐Digital　Tel
evision）のフレーム同期信号との相関を表すことを特徴とする、請求項１２記載の方法
。
【請求項１６】
　前記複数個の信号サンプルのそれぞれが複素数であることを特徴とする、請求項１２記
載の方法。
【請求項１７】
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　復調器に入力するために前記少なくとも一つの選択された信号サンプルを表す時間位相
値を与えるステップをさらに有しており、それにより前記復調器がいかなる復調器タイミ
ングの曖昧さも解決できることを特徴とする、請求項１２記載の方法。
【請求項１８】
　前記決定するステップが：
　相関値をある閾値に応じて制限するステップを含むことを特徴とする、請求項１２記載
の方法。
【請求項１９】
　前記閾値がピーク相関値の関数であることを特徴とする、請求項１８記載の方法。
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